
大町商店街にある、キッズスペース併設のコワーキングスペース「MARUWWAニコメ」。
そこに集うママや働く人々が自分たちの目線で見つけた、これから活躍しそうなヒト・
モノ・コトなど身のまわりの新しい芽。それが「ニコメ（二個目）のメ（目・芽）」です。 https://maruwwa.com/nicome/

MARUWWAニコメ
〒017-0841 大館市字大町9
TEL：0186-59-5305

毎月1日掲載

「ニコメ」と「まわり」の化学反応③

性的マイノリティ当事者（トランスジェンダー）であるふたばさん、エンターテインメ
ントが大好きなミルキーさん、海外在住経験から日本のセクシュアリティを取り巻く
環境に違和感を持つようになったというみうらさんの3人が参加してくれました♪

　県内各地で行われているちょっと気になる活動
や人を参考に、大館市大町のニコメに集う人びと
が「自分がこのまちでやってみたいこと」につい
て自由に話してみる連載企画！ 第3回目のテー
マは「多様性」。秋田市で開催されている性的マイ
ノリティの権利回復運動「秋田プライドマーチ」
をもとに、北鹿地域にゆかりのある個性豊かな3
人が座談会を開催しました。このまちで「すべて
の人が生きやすくなる」方法とは？

参考にしたのは…

「性的マイノリ
ティをはじめと
するすべての人
が生きやすい秋
田」を目指して、
秋田駅西口を
行進する「秋
田プライドマー

チ」。今年は5月20日に行われ、去年の2倍ほどとなる
約 200 人が参加しました。テーマである「ここにいるよ
／ We Are Here」は、社会生活や制度の中で度々いない
ことにされてきた性的マイノリティ当事者が「ここにいるよ」
という表明と、「あなたの味方はここにいる」という賛同
者の表明という、2つの意味を持っています。
　共同代表の村田葵さんは、「性的マイノリティに限らず、
辛い思いを抱える人や孤立している人が、周囲にヘルプ
を出せるきっかけになれば」と話します。

よもぎ蒸し
今年4月から毎週火・金曜にニコメ
の奥のスペースで開催スタートした
「よもぎ蒸し」。よもぎの葉を煮立た
せ、専用の椅子に座って体を内側か
ら温めるという、女性向けのリラク
ゼーションメニューです。体験した方
からは「気持ちいい汗をかいてリラッ
クスできた」「ぐっすり眠れ
た」などの感想も。予約
は三浦真美さんまで。

ふたば　私は「理解しようとしない」ことも大切だと思ってい
ます。理解はできなくても、否定や排除をしなければ。

みうら　確かにそうですね。理解しようという姿勢はもちろん
あってほしいけれど、マイノリティと言ってもそれぞれ違います
し。個人的には、カミングアウトしてもらえると、傷つけない
ための言動を改めて考えることができるので、とてもありがた
いです。でも、そのためにはまず、社会全体に「否定しない」
という姿勢が必要だなと。

ミルキー　性的マイノリティでなくても、否定する人がいない
場は本当に居心地が良い。ここでエネルギーをもらって、また
外の世界でも頑張ろうって思えるんです。

ふたば　そういうコミュニティが職場や学校にも欲しいです
ね。「あなたは否定されませんよ」というモデルケースをたくさ
ん作っていく。否定されない場だからこそ、ここで何かしてみ
ようという気持ちになるんです。

ミルキー　御成座を貸し切ってイベントをやるとか。スクリーンで映像を流して、応援上映み
たいに紙吹雪を飛ばして、ワイワイ楽しく！ 上映する映画は、ジェンダーに関するものにこだ

わらず、みんなでハッピーになれるものもいいですね。いっそ、映像をみんなで作っちゃうのもアリですし。

みうら　1つの会場で何かをやるだけではなく、まち全体にカラフルなレインボーを飾って、明るい雰囲
気にしてしまうのはどうでしょう。たまたま通った人も思わず巻き込まれてしまうような、楽しいお祭り
にしてしまえば、普段まったく意識していない人が考えるきっかけになるかもしれない。以前、サンフラ
ンシスコのプライドパレードに行ったことがあるのですが、まさにそういう感じでした。

ミルキー　楽しいところに人は集まりますもんね！

ふたば　大館は北東北3県のちょうど真ん中あたりなので、他県を巻き込みやすいですしね。

秋田プライドマーチ
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多様性を尊重し合えるまちを目指して

多様性を尊重し合うための
第一歩は？

実際に大館で何かやってみるなら？

当事者や賛同者がいること
を表明する方法は？2

みうら　大館にはラジオがありますよね。顔出しはしたくな
いけど思いを話したいという人にとって、貴重な場になるん
じゃないでしょうか。

ふたば　声でバレるのが嫌だったら、代読という方法もあ
りますしね。

ミルキー　外部から多様なゲストを呼んで、「こういう人も
いるよ」という発信もできますね。

みうら　他には、学校アンケートを取ってみてほしいですね。
マイノリティ・マジョリティに関わらず、若い人が実際にど
う思っているのかを聞いてみたい。
学生が巻き込まれることで、親も
関心を持ちますし。

ミルキー　若い人たちが希望を持
てるまちにしていきたいですね。


